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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第３四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 88,916 9.1 8,128 6.1 8,274 7.5 5,138 11.8 

26年３月期第３四半期 81,472 10.1 7,659 18.2 7,699 19.4 4,597 20.2 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 135.51 － 

26年３月期第３四半期 121.25 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 50,133 31,661 63.2 834.95 

26年３月期 46,157 27,171 58.9 716.54 
 
（参考）自己資本 27年３月期第３四半期 31,661 百万円   26年３月期 27,171 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00 

27年３月期 － 0.00 －    

27年３月期（予想）       25.00 25.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無 

 

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 117,500 7.4 10,150 △0.4 10,300 0.6 6,400 3.3 168.77 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有 

業績予想の修正については、［添付資料］Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有 

（注）詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適

用」をご覧ください。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 有 
 

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無 
 

③  会計上の見積りの変更                    ： 無 
 

④  修正再表示                              ： 無 

（注）詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正 

再表示」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 37,920,000 株 26年３月期 37,920,000 株 

②  期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 121 株 26年３月期 50 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 37,919,934 株 26年３月期３Ｑ 37,919,950 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、［添付資料］Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間のわが国経済は、設備投資、公共投資が底堅く推移したものの、個人消費、住宅投資にお

いて、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動の影響が見られました。先行きについては、先進国を中心とし

た海外経済の回復を背景とした輸出の増加や、原油安による企業収益の改善、個人消費の下支えを背景に、緩やか

に回復することが期待されますが、海外経済における不確実性は高く、慎重に見ていく必要があります。 

小売業界におきましては、雇用・所得環境の改善が続くもとで、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動

が徐々に和らぎ、消費者マインドが高まっていくことが期待されますが、2013年度の家計貯蓄率がマイナスになる

など、増税前の駆け込み消費は相対的に大きく、個人消費の復元には時間を要するものと考えられます。 

このような状況のなか当社は、「出店拡大を円滑に進める」をテーマとして、出店ペースを加速させるととも

に、５月に副所長を大幅増員するなど、店舗サポート体制を強化しました。また、店舗オペレーションにおいて、

働きやすさと効率化の両立を狙いとして、７月に勤務管理システムを刷新しました。ＰＯＳデータ分析による確実

性の高い新商品の導入、欠品対策、持続的な成長の背骨となるブランディングも着実に進めております。 

出退店につきましては、採算性を精査しつつ前向きに進め、当第３四半期累計期間において、出店が直営店96店

舗、ＦＣ店２店舗、退店が直営店21店舗、ＦＣ店11店舗とほぼ計画どおりに進捗し、当四半期末の店舗数は、直営

店1,165店、ＦＣ店74店の合計1,239店となりました。 

直営既存店売上高につきましては、前年同期比100.9％となり、全体としてはほぼ見込みどおりに進捗しました

が、11月以降前年の駆け込み需要の反動及び天候不順の影響が見られ、足元では想定を下回る推移となりました。 

仕入原価につきましては、円安、材料高によるコスト上昇圧力に対し商品開発面で原価抑制対応を図ったことに

加え、直営売上高割合の増加などにより、売上原価率は57.7％と前年同期比0.1ポイント低下しました。 

販売費及び一般管理費につきましては、駆け込み需要の反動による影響から新店売上が想定を下回って推移した

ため、売上高に対する比率が0.3ポイント上昇し、売上高営業利益率は当第３四半期累計期間9.1％（前年同期

9.4％）となりました。 

その結果、当第３四半期累計期間の売上高は889億16百万円（前年同期比9.1％増）、経常利益は82億74百万円

（前年同期比7.5％増）、四半期純利益は51億38百万円（前年同期比11.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、前期末比39億75百万円増加し、501億33百万円となりました。流動

資産は、現金及び預金が増加したことなどにより23億19百万円増加しました。固定資産は、新規出店に伴い有形固

定資産が増加したことなどにより16億56百万円増加しました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は、前期末比5億14百万円減少し、184億71百万円となりました。流動

負債は、買掛金が増加したことなどにより2百万円増加しました。固定負債は、長期借入金が減少したことなどに

より5億16百万円減少しました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前期末比44億89百万円増加し、316億61百万円となり、自己資

本比率は前期末から4.3ポイント上昇し63.2％となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の売上高及び利益は、前年の駆け込み需要の反動及び天候不順等により、11月から想定を

下回る推移となりました。 

今後においても、同様の推移が見込まれるため、通期業績予想を修正いたします。 

なお、平成26年10月31日に公表いたしました通期の業績予想との差異は以下の通りです。 

（通期）  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

１株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 119,500 10,500 10,500 6,600 174.05 

今回修正予想（Ｂ） 117,500 10,150 10,300 6,400 168.77

増減額（Ｂ)－(Ａ） △2,000 △350 △200 △200 －

増減率（％） △1.7 △3.3 △1.9 △3.0 －

（ご参考）前期実績

（平成26年３月期）
109,393 10,192 10,242 6,194 163.35 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の平均残存勤

務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第３四半期累計期間の期首の退職給付引当金が74百万円減少し、前払年金費用が54百万円増加（投

資その他の資産 その他に含めて表示）し、利益剰余金が83百万円増加しております。また、当第３四半期累計期

間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,655 15,908 

売掛金 384 514 

商品及び製品 10,014 10,468 

前払費用 599 638 

預け金 2,904 3,366 

その他 501 482 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 29,057 31,377 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 4,473 5,685 

その他（純額） 3,844 3,821 

有形固定資産合計 8,317 9,507 

無形固定資産 231 216 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 7,131 7,683 

その他 1,488 1,420 

貸倒引当金 △69 △72 

投資その他の資産合計 8,550 9,031 

固定資産合計 17,099 18,755 

資産合計 46,157 50,133 

負債の部    

流動負債    

買掛金 5,977 6,554 

1年内返済予定の長期借入金 1,387 914 

未払費用 1,724 2,025 

未払法人税等 2,564 1,222 

賞与引当金 486 249 

店舗閉鎖損失引当金 6 7 

資産除去債務 19 34 

その他 1,801 2,964 

流動負債合計 13,968 13,971 

固定負債    

長期借入金 1,703 1,088 

退職給付引当金 193 148 

役員退職慰労引当金 235 109 

資産除去債務 861 1,198 

その他 2,022 1,955 

固定負債合計 5,017 4,500 

負債合計 18,985 18,471 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,278 1,278 

資本剰余金 1,419 1,419 

利益剰余金 24,479 28,943 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 27,177 31,641 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 △5 20 

評価・換算差額等合計 △5 20 

純資産合計 27,171 31,661 

負債純資産合計 46,157 50,133 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 81,472 88,916 

売上原価 47,128 51,336 

売上総利益 34,343 37,579 

販売費及び一般管理費 26,684 29,450 

営業利益 7,659 8,128 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 46 2 

受取家賃 30 26 

保険解約返戻金 － 86 

その他 31 74 

営業外収益合計 119 199 

営業外費用    

支払利息 42 29 

保険解約損 1 8 

その他 34 15 

営業外費用合計 79 53 

経常利益 7,699 8,274 

特別損失    

減損損失 43 60 

特別損失合計 43 60 

税引前四半期純利益 7,655 8,214 

法人税等 3,057 3,075 

四半期純利益 4,597 5,138 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）仕入及び販売の状況

①  仕入実績 

当第３四半期累計期間における仕入実績を商品区分別に示すと、次のとおりであります。 

商品区分 仕入高（百万円） 前年同期比（％） 

雑貨 49,324 110.2 

菓子食品 2,448 94.6 

その他 17 46.6 

合計 51,790 109.3 

（注）1．金額は、仕入価格によっております。 

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

3．その他には、消耗品費への振替高等が含まれております。 

②  販売実績 

当第３四半期累計期間における販売実績を商品区分別、事業部門別及び地域別に示すと、次のとおりでありま

す。 

ａ．商品区分別売上高 

商品区分 売上高（百万円） 前年同期比（％） 

雑貨 85,721 109.8 

菓子食品 3,113 94.6 

その他 82 78.3 

合計 88,916 109.1 

（注）1．金額は、販売価格によっております。 

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

3．その他には、店舗に設置した自動販売機等の手数料収入等が含まれております。 

ｂ．事業部門別売上高 

事業部門 売上高（百万円） 前年同期比（％） 

直営売上高 85,672 109.5 

ＦＣ売上高 2,266 95.7 

卸売等売上高 273 89.2 

海外売上高 703 134.7 

合計 88,916 109.1 

（注）1．金額は、販売価格によっております。 

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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ｃ．地域別売上高 

（直営売上高） 

地域別 

売上高合計 店舗異動状況（店舗数） 

金額（百万円） 前年同期比（％） 
当第３四半期会
計期間末店舗数 

出店数 退店数 

北海道東北地方 10,538 108.9 148 13 2 

関東甲信越地方 25,511 113.1 316 28 7 

東海北陸地方 21,781 104.2 322 20 7 

関西地方 14,607 110.7 173 18 2 

中国四国地方 4,754 119.6 65 10 1 

九州沖縄地方 8,478 106.4 141 7 2 

合計 85,672 109.5 1,165 96 21 

 

（ＦＣ売上高） 

地域別 

売上高合計 店舗異動状況（店舗数） 

金額（百万円） 前年同期比（％） 
当第３四半期会
計期間末店舗数 

出店数 退店数 

北海道東北地方 425 96.3 12 0 2 

関東甲信越地方 119 110.1 10 0 1 

東海北陸地方 432 94.0 16 0 3 

関西地方 42 70.2 3 0 1 

中国四国地方 501 89.3 16 1 3 

九州沖縄地方 744 101.2 17 1 1 

合計 2,266 95.7 74 2 11 

（注）1．金額は、販売価格によっております。 

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

3．地域別の区分は次のとおりであります。 

北海道東北地方………北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

関東甲信越地方………茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、 

山梨県、長野県 

東海北陸地方…………富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

関西地方………………滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

中国四国地方…………鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州沖縄地方…………福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 
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